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論文内容の要旨 
 
【目的】 血糖管理指標として HbA1c (A1C) はゴールドスタンダードだが、年 3～4 回の測定で
は直近 1 か月以内の血糖管理の変動の推定は困難である。グリコアルブミン (GA) と A1C 各々
の半減期の違いを利用して、同時測定 (GA/A1C 比) により短期血糖変動の推定を検討した。 
【対象と方法】 小児期発症 1 型糖尿病患児 306 症例を対象に、GA/A1C 比の各個人別長期一定
性を確認した。A1C の表示値について NGSP (National Glycohemoglobin Standardization 
Program) 値ならびに IFCC (International Federation of Clinical Chemistry) 値のそれぞれに
おける GA/A1C 比を基に、1 か月前からの A1C の変化 (ΔA1C) の推定への有用性を検討した。 
【結果】 症例全体から求めた GA/A1C 比の SD score による ΔA1C の推定よりも、個人の測定
内平均値 (個別値) からの差による推定がより正確であった。また、ΔA1C を NGSP 値では
Δ±0.3 %、IFCC 値では Δ±2.0 mmol/mol より大きい変化をそれぞれ増悪・改善として推定の一致
を検討したところ、IFCC 値表示より NGSP 値表示の方が推定の一致の割合は高かった。しかし、
改善の推定は有意でなかった。 
【結論】 GA/A1C 比の個別値からの差の変化を観察することにより、過去 1 か月の血糖管理の
増悪の推定に有用であった。ただし、GA/A1C 比は NGSP 値表示を用いると A1C 自体と正相関
する為、A1C が高値ほど GA/A1C 比の個別値からの変動も見かけ上で大きくなることを反映する
と考えられ、測定系の特性に注意が必要である。 
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